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２
面
…
●
時
論
「
政
治
と
医
療
の
劣

化
を
見
逃
す
な
」

　
　
　

●
解
説
「
医
療
デ
ー
タ
提
出

等
に
つ
い
て
議
論
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

　

多
く
の
医
師
は
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
中
、
通
常
診
療
を

削
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
コ

ロ
ナ
検
査
、
発
熱
外
来
を
担

い
感
染
抑
制
に
貢
献
し
た
。

従
っ
て
診
療
報
酬
は
減
少
し

経
費
は
膨
れ
上
が
っ
た
。
時

限
的
財
政
措
置
は
感
染
が
終

息
し
な
い
う
ち
に
減
額
さ
れ
、

経
営
に
困
窮
し
た
医
療
機
関

は
少
な
く
な
い
▼
日
本
の
保

健
所
機
能
と
医
療
提
供
体
制

は
新
興
・
再
興
感
染
症
に
対

し
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
。
長

年
続
い
た
医
療
費
抑
制
政
策

の
結
果
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
一
刻
を
争
う
救
急

医
療
と
爆
発
的
な
感
染
拡
大

へ
の
体
制
構
築
を
両
立
で
き

な
か
っ
た
。
次
期
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
有
事
・
平
時
の

医
療
提
供
体
制
を
共
に
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
▼
支
払

側
は
次
期
診
療
報
酬
改
定
で
、

「
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る

環
境
に
な
い
」
と
主
張
。
岸

田
首
相
は
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

診
療
報
酬
改
定
、
効
率
的
な

医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
目

指
す
と
し
、
財
務
省
は
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
主
張
し
た
▼
こ

の
方
針
に
納
得
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
少
な
い
報
酬
で
懸
命

に
感
染
症
と
戦
っ
て
き
た
日

々
は
評
価
さ
れ
ず
、
診
療
報

酬
充
実
の
望
み
も
な
い
。
感

染
症
と
通
常
診
療
を
両
立
し

赤
字
で
あ
っ
て
も
職
員
の
処

遇
改
善
を
求
め
ら
れ
る
。
医

療
機
関
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ス

改
定
は
譲
れ
な
い
。(

Ｋ
Ｔ)

１月31日締切！ネットか郵送で申請
無床診８万円、病院·有床診10万円コロナ補助金

　感染拡大防止対策に要するかかり増し経費について支援を行う「令
和３年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金」の
申請締切が近づいています。新型コロナ関連の診療対応によらず、す
べての医科・歯科医療機関が対象です。忘れずに申請ください。

歯科臨床講演会　開催のご案内

磁性アタッチメントを支台装置とする有床義歯について
−基礎と臨床−

厚生労働省医療提供体制支援補助金コールセンター
電話：0120-336-933（平日9:30〜18:00)

・無床診療所（医科・歯科） � 8万円
・病院、 有床診療所� 10万円

補助金額

・換気のための軽微な改修（修繕費となるもの）
・�感染拡大防止のため購入した施設・設備に係る保守·メンテナンス料
・感染拡大防止のため新たに借りた診療スペースに係る家賃
・日常診療に要する材料費（衛生材料、消毒薬など）※
※直接診療報酬等を請求できるもの以外

　令和3年9月1日から有床義歯における磁性アタッチメント

が保険収載されました。本講演では磁性アタッチメントの基礎

ならびに義歯の設計などの臨床についてお話しします。
費用の例

・�事業に要する費用が確定（物品であれば納品が完了し、費用が確定）してから申請します。
・�領収書等の証拠書類の提出は不要です。医療機関において５年間の保管が必要です。
・�電子申請が困難な場合には、郵送による申請が可能です。コールセンターにお問合せ

ください。

（注意）

2022年１月31日

原則、厚労省ホームページよりインターネットを利用した
電子申請（スマートフォン・タブレットからの申請も可能）。

申請締切

申請方法

　2021年10月１日から12月31日までに新型コロナウ
イルス感染症に対応した感染拡大防止対策に要した費用

（従前から勤務している者及び通常の医療の提供を行う者
に係る人件費は除く）。

対象経費

「
第
６
波
に
向
け
た
コ
ロ
ナ
総
合
対
策
」

「
第
６
波
に
向
け
た
コ
ロ
ナ
総
合
対
策
」

実
効
性
の
あ
る
医
療
提
供
体
制
確
保
が
必
要

　

政
府
は
全
体
像
の
基
本
的

考
え
方
と
し
て
、
最
悪
の
事

態
を
想
定
し
、
医
療
提
供
体

制
の
強
化
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
促
進
、
治
療
薬
の
確
保
を

進
め
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、新
た
な
変
異
株
の
流
行
な

ど
に
よ
り
、
医
療
が
逼
迫
す

る
等
の
さ
ら
な
る
感
染
拡
大

が
生
じ
た
場
合
に
は
国
の
責

任
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
以
外
の

通
常
医
療
の
制
限
の
下
、
緊

急
的
な
病
床
確
保
の
具
体
的

措
置
を
講
ず
る
と
し
て
い 

る
。

 

全
体
像
の
概
要
を   

表  

に

示
し
、代
表
的
項
目
に
触
れ
る
。

最
大
の
ポ
イ
ン
ト

最
大
の
ポ
イ
ン
ト  

病
床
確
保

病
床
確
保

　

全
体
像
で
は
、
第
５
波
の

要
入
院
数
（
２
万
８
千
床
）

よ
り
約
１
万
床
増
と
な
る
３

万
７
千
床
を
確
保
す
る
が
、

１
万
床
の
う
ち
５
千
床
は
病

床
増
で
、
残
り
５
千
床
は
使

用
率
向
上
で
対
応
す
る
と
し

て
い
る
。
病
床
増
は
公
立
・

公
的
病
院
に
要
請
を
行
っ
て

い
る
。
使
用
率
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て

病
床
稼
働
状
況
を
徹
底
的
に

見
え
る
化
し
、
医
療
機
関
別

に
毎
月
公
表
す
る
。
都
道
府

県
と
医
療
機
関
の
間
で
、
病

床
確
保
に
即
応
化
す
る
ま
で

の
期
間
や
受
け
入
れ
不
可
の

正
当
事
由
に
つ
い
て
明
確
化

し
た
書
面
の
締
結
を
求
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
病
床

の
使
用
率
が
８
割
以
上
を
確

保
す
る
と
し
て
い
る
。ま
た
、

厚
労
省
は
11
月
24
日
に
は
低

使
用
率
の
場
合
、
病
床
確
保

に
伴
う
補
助
金
を
３
割
減
ら

す
方
針
を
決
定
し
、
都
道
府

県
に
通
知
し
た
。
平
均
の
７

割
に
満
た
な
い
医
療
機
関
を

対
象
と
し
、
来
年
１
月
よ
り

適
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、

重
症
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
人

手
不
足
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、

機
械
的
な
数
字
に
よ
る
決
定

は
問
題
が
大
き
い
。「
幽
霊
病

床
」
と
い
う
記
述
は
消
え
た

も
の
の
、
医
療
機
関
が
積
極

的
に
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
病
床
逼
迫
の
要
因
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
な
姿
勢
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

追
加
接
種
に
つ
い
て
は
12

月
よ
り
開
始
す
る
と
し
て
い

る
。
２
回
目
接
種
以
降
８
カ

月
を
原
則
と
し
、
自
治
体
の

判
断
に
よ
り
６
カ
月
で
も
可

能
と
し
て
い
る
が
、
判
断
根

拠
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
12
歳
以
下
の
小
児
の
接

種
は
薬
事
申
請
が
な
さ
れ
、

承
認
に
至
っ
た
場
合
に
開
始

す
る
と
し
て
い
る
。

不
十
分
な
検
査
体
制

不
十
分
な
検
査
体
制

　

無
料
の
検
査
は
、
健
康
上

の
理
由
等
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
者
に

限
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
感

染
拡
大
傾
向
が
あ
る
場
合
に

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
を
含
め

検
査
を
無
料
に
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
。
そ
の
一
方
で

保
険
診
療
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
つ

い
て
、
実
勢
価
格
を
踏
ま
え

て
保
険
収
載
価
格
を
検
証
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
う
と
述

べ
、
引
き
下
げ
を
示
唆
し
て

い
る
。
感
染
拡
大
対
策
の
重

要
な
柱
で
あ
る
検
査
の
縮
小

に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

全
体
像
は
感
染
拡
大
に
向

け
た
医
療
提
供
体
制
の
強
化

を
謳
う
が
、
低
医
療
費
政
策

の
下
に
進
め
ら
れ
て
き
た
急

性
期
を
中
心
と
し
た
病
床
削

 

政
府
は
11
月
12
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
開
催
し
、「
次

の
感
染
拡
大
に
向
け
た
安
心
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
の
全
体
像
」（
以
下
、
全
体

像
）
を
決
定
し
た
。
全
国
の
新
規
感
染
者
数
は
低
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
新

し
い
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の
拡
大
の
危
惧
も
あ
り
、
第
６
波
に
備
え
た
実

効
性
の
あ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

減
の
歴
史
に
対
す
る
反
省
は

な
く
、
政
府
は
感
染
症
指
定

病
院
を
含
む
公
立
・
公
的
病

院
の
再
編
・
統
合
計
画
も
着

々
と
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
２
０
２
０
年
度
の
国
の

再
編
支
援
事
業
に
関
わ
る
削

減
病
床
数
は
３
４
０
０
で
、

急
性
期
病
床
が
７
割
以
上
を

占
め
る
。
明
ら
か
に
政
策
的

な
矛
盾
で
あ
る
。
一
方
で
保

健
所
に
つ
い
て
は
、
体
制
強

化
へ
の
具
体
的
言
及
は
な

い
。
自
宅
・
宿
泊
者
へ
の
対

応
は
保
健
所
の
み
の
対
応
で

な
く
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
を
行
う
と
述
べ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　

国
に
は
医
療
機
関
や
従
事

者
へ
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、

長
期
的
な
視
点
に
基
づ
く
医

療
提
供
体
制
の
構
築
と
感
染

症
対
応
の
人
材
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

医療提供体制

・�第5波より３割増の3.7万床の確保
・�臨時医療施設・入院待機施設を3.4

万床確保
・�コロナ病床の稼働率を病院別に毎月

公表
・�医療逼迫時には国の責任で通常医療

制限

ワクチン
・�12月より3回目接種。来年3月より

職域接種
・薬事承認されれば12歳未満も接種

治療薬の確保
・経口薬を160万回分確保
・1薬剤最大20億円の開発支援

日常生活の回復
・年内にワクチン接種証明をデジタル化
・感染拡大時は無症状者も検査無料化

 表   全体像の概要

Ｗeb配信（ZOOMを使用します）Ｗeb配信（ZOOMを使用します）
会員およびスタッフ会員およびスタッフ
無料無料
2月8日（火）までにお申し込みください2月8日（火）までにお申し込みください

※ 詳しくは本号同封のちらしをご覧ください※ 詳しくは本号同封のちらしをご覧ください

会　場

対　象

参加費

締　切

横山　敦郎横山　敦郎 氏 氏
（北海道大学大学院歯学研究院 口腔機能学分野口腔機能補綴学教室 教授）（北海道大学大学院歯学研究院 口腔機能学分野口腔機能補綴学教室 教授）

2022年2022年２２月月1919日（土）日（土）16：00 ～1716：00 ～17：：3030

講　師

日　時
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コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
２

年
が
過
ぎ
た
。
多
く
の
医

療
関
係
者
、
関
連
職
種
の

方
々
の
奮
闘
に
心
か
ら
感

謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

既
に
旧
聞
に
属
す
る
が
、

多
く
の
専
門
家
が
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
し
て
の
懸
念
を

示
す
中
、
初
期
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

や
政
府
の
対
応
が
あ
ま
り

に
も
遅
く
杜
撰
だ
っ
た
の

は
周
知
の
事
実
だ
。
ス
ペ

イ
ン
風
邪
以
降
の
科
学
・

医
学
の
進
歩
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
軽
視
し
た
国
だ
け

で
な
く
、
今
も
多
く
の
国

で
苦
し
ん
で
い
る
。
我
が

国
も
第
５
波
が
収
束
傾
向

と
は
言
え
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

本
来
な
ら
、
さ
き
の
衆

院
選
で
そ
の
検
証
と
新
た

な
健
康
と
繁
栄
に
向
け
た

政
策
論
議
を
掘
り
下
げ
て

ほ
し
か
っ
た
。

　

医
療
崩
壊
の
根
本
原
因

は
何
だ
っ
た
の
か
。
一
番

の
背
景
は
低
医
療
費
政
策

で
感
染
症
や
予
防
医
学
が

軽
視
さ
れ
、
社
会
的
共
通

資
本
と
し
て
の
医
療
機
関

が
診
療
報
酬
の
み
で
議
論

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な

い
か
。
後
出
し
じ
ゃ
ん
け

ん
の
よ
う
な
各
種
補
助
金

の
支
払
い
が
全
く
進
ま
な

い
う
ち
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を

軽
視
し
た
財
務
省
の
診
療

報
酬
削
減
方
針
に
は
驚
か

さ
れ
る
が
、「
幽
霊
病
床
」

と
揶
揄
さ
れ
る
事
態
は
医

療
側
も
検
証
す
べ
き
だ
。

　

必
要
病
床
の
確
保
が
泥

縄
の
様
な
補
助
金
頼
み
で

あ
っ
て
良
い
筈
が
な
い
。

各
種
補
助
金
事
務
手
数
料

１
２
０
０
億
円
と
、
既
に

廃
止
さ
れ
た
外
来
再
診
料

加
算
分
と
の
落
差
は
あ
ま

り
に
も
大
き
い
。
次
期
診

療
報
酬
改
定
で
は
躊
躇
な

く
増
額
す
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
診
療
ス
タ

イ
ル
も
大
き
く
変
え
た
。

マ
ス
ク
や
シ
ー
ル
ド
越
し

の
診
療
で
は
五
感
は
損
な

わ
れ
る
。
外
来
の
遠
隔
診

療
は
更
に
厳
し
い
。

　

昨
年
か
ら
多
く
の
病
院

で
は
様
々
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
入
院
患
者
と
面
会
者

の
交
流
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
視
聴
力
の
低
下
し
た

高
齢
者
に
と
っ
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

は
療
養
の
支
え
に
な
り
、

幅
広
い
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。ま
た
、厚
労
省
も
介
護

施
設
で
の
高
齢
者
の
廃
用

を
懸
念
し
、
感
染
予
防
の

隔
離
か
ら
家
族
と
の
面
会

推
奨
へ
舵
を
切
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

面
会
の
制
限
が
医
療
側
に

と
っ
て
は
適
切
な
説
明
の

機
会
減
少
と
な
り
、
若
い

医
療
者
の
誤
解
と
未
熟
な

対
応
を
招
く
リ
ス
ク
も
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の

充
実
も
大
切
だ
が
、
あ
ら

た
め
て
医
療
の
基
本
を
見

直
す
機
会
か
も
し
れ
な
い
。

政
治
と
医
療
の

　
　
劣
化
を
見
逃
す
な

解　説外
来
の
デ
ー
タ
提
出

外
来
の
デ
ー
タ
提
出  

「「
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
」」

 

入
院
医
療
で
は
改
定
の
た

び
に
「
デ
ー
タ
提
出
加
算
」

の
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

「
デ
ー
タ
提
出
加
算
」は
厚
労

省
が
実
施
す
る
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導

入
の
影
響
評
価
に
係
る
調
査
」

に
準
拠
し
た
デ
ー
タ
が
正
確

に
作
成
さ
れ
、
継
続
し
て
提

出
す
る
こ
と
を
評
価
し
た
も

の
で
あ
る
。

 

厚
労
省
は
、外
来
医
療
に

つ
い
て
も
入
院
医
療
の
Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ
ー
タ
の
よ
う
な
形
で
デ

ー
タ
提
出
を
求
め
る
案
を
提

示
し
た
。
外
来
医
療
に
も
デ

ー
タ
提
出
の
概
念
を
持
ち
込

み
、
医
療
機
能
や
役
割
を
分

析
・
評
価
す
る
狙
い
が
あ
る
。

 

焦
点
と
な
っ
た
の
は
外
来・

在
宅
・
リ
ハ
ビ
リ
の
３
分
野
。

こ
れ
ら
は
「
地
域
包
括
診
療

料
」「
在
宅
時
医
学
総
合
管
理

料
」
な
ど
の
包
括
点
数
や
時

間
あ
た
り
で
の
点
数
が
設
け

診療報酬改定

医
療
デ
ー
タ
提
出
等
に
つ
い
て
議
論

医
療
デ
ー
タ
提
出
等
に
つ
い
て
議
論

入
院
に
続
き
、外
来・在
宅・リ
ハ
ビ
リ
も

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
厚
労
省
は
中
医
協
総
会
に
個
別
項
目
の
事
項

と
し
て
外
来
医
療
等
を
行
っ
た
場
合
に
デ
ー
タ
提
出
を
求
め
る
案
を
提
起
し
て
い

る
。
医
療
の
質
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
と
し
て
い
る
が
、
医
療
現
場
に
さ
ら
な
る

負
担
を
求
め
る
も
の
だ
。
ま
た
改
定
の
目
玉
の
１
つ
で
も
あ
る
「
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
」
に
関
す
る
議
論
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
動
向
に
注
視
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
間
の
個
別
事
項
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

ら
れ
て
お
り
「
提
供
さ
れ
て

い
る
医
療
の
実
態
が
見
え
づ

ら
い
」
と
し
て
分
析
・
検
討

を
行
う
環
境
を
整
え
る
べ
き

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

デ
ー
タ
活
用
の
重
要
性
に

診
療
側
・
支
払
側
が
概
ね
賛

同
す
る
一
方
で
、人
員
の
少
な

い
医
療
機
関
に
配
慮
す
べ
き

と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。デ
ー

タ
提
出
は
医
療
機
関
の
業
務

負
担
が
増
え
る
心
配
も
あ
る

こ
と
か
ら「
デ
ー
タ
提
出
の
負

担
が
過
重
に
な
り
診
療
に
支

障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
る
」

「
点
数
算
定
の
要
件
化
は
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
し
て
、

対
応
可
能
な
一
部
の
医
療
機

関
に
対
す
る
加
算
に
と
ど
め

る
べ
き
と
の
声
も
あ
が
っ
た
。

 

支
払
側
の
委
員
は「
入
院

医
療
は
専
用
の
分
科
会
で
分

析
を
行
っ
て
お
り
、
外
来
に

つ
い
て
も
同
様
の
専
門
部
会

の
設
置
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

診
療
報
酬
改
定
の
論
議
を
行

う
べ
き
」
と
、
今
後
の
活
用

に
意
欲
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
レ
セ
プ

ト
審
査
の
質
と
効
率
を
高
め

る
た
め
、
参
考
情
報
と
し
て

検
査
値
デ
ー
タ
の
記
載
を
求

め
る
案
を
提
起
し
て
い
る
。

 

委
員
か
ら
は「
検
査
値
デ

ー
タ
は
あ
く
ま
で
参
考
情
報

で
あ
り
、
画
一
的
な
審
査
に

繋
げ
て
は
な
ら
な
い
」「
医
療

機
関
が
デ
ー
タ
を
記
載
す
る

に
あ
た
り
診
療
報
酬
上
の
評

価
も
検
討
す
べ
き
」「
ま
ず
は

レ
セ
コ
ン
や
電
子
カ
ル
テ
な

ど
の
整
備
さ
れ
た
医
療
機
関

に
限
定
す
べ
き
」
と
の
要
望

が
あ
り
、
今
後
対
象
の
医
療

機
関
や
デ
ー
タ
、
評
価
の
在

り
方
が
検
討
さ
れ
る
予
定
だ
。

 

そ
の
ほ
か
、テ
セ
ン
ト
リ

ク
な
ど
の
レ
セ
プ
ト
に
施
設

要
件
等
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
部
医
薬
品
に
つ

い
て
、
記
載
方
法
を
フ
リ
ー

コ
メ
ン
ト
か
ら
選
択
式
に
変

更
す
る
案
が
厚
労
省
か
ら
出

さ
れ
た
が
「
フ
リ
ー
コ
メ
ン

ト
欄
は
廃
止
す
べ
き
で
は
な

い
」「
選
択
式
よ
り
記
入
式
の

方
が
早
い
こ
と
も
あ
る
」
な

ど
の
反
対
意
見
が
相
次
い
だ
。

不
妊
治
療
の
保
険
化
で

不
妊
治
療
の
保
険
化
で  

「「
治
療
中
断
を
懸
念

治
療
中
断
を
懸
念
」」　　

　

公
費
で
助
成
さ
れ
て
い
る

特
定
不
妊
治
療
の
「
保
険
診

療
へ
の
移
行
」
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
る
。
議
論
に
あ

た
り
、
日
本
生
殖
医
学
会
な

ど
の
関
係
５
団
体
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
「
助
成

事
業
か
ら
保
険
診
療
へ
の
転

換
に
よ
っ
て
現
在
の
不
妊
治

療
が
経
済
的
な
理
由
で
継
続

で
き
な
く
な
る
」「
助
成
制
度

の
廃
止
と
あ
わ
せ
て
不
妊
治

療
の
中
断
・
中
止
が
起
こ
り

得
る
」
な
ど
の
意
見
が
多
数

出
さ
れ
、
治
療
の
質
の
低
下

や
患
者
の
不
利
益
な
ど
が
生

じ
な
い
よ
う
議
論
す
べ
き
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

現
在
治
療
を
行
っ
て
い
る

患
者
に
不
利
益
を
与
え
な
い

仕
組
み
に
す
る
た
め
に
は
、

有
効
性
・
安
全
性
の
確
保
が

課
題
と
な
る
。

　

治
療
技
術
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
や
有
効
性
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、

関
係
学
会
が
作
成
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
「
推
奨
度
」
を

参
考
に
し
、
保
険
収
載
の
技

術
を
議
論
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

推
奨
度
は
、
論
文
等
の
エ

ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
「
実
施

が
強
く
勧
め
ら
れ
る
（
推
奨

度
Ａ
）」「
実
施
が
勧
め
ら
れ

る
（
同
Ｂ
）」「
実
施
が
考
慮

さ
れ
る
（
同
Ｃ
）」
の
３
つ
に

分
類
さ
れ
る   

図  

。

　

厚
労
省
は
、
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
化
に
向
け
、
対
象

医
療
技
術
等
の
範
囲
に
つ
い

て
①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
推
奨

度
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
踏
ま

え
た
有
効
性
・
安
全
性
等
②

現
在
の
実
施
状
況
な
ど
―
の

論
点
を
整
理
し
た
。
検
討
課

題
と
し
て
患
者
の
年
齢
、
治

療
の
回
数
要
件
、
着
床
前
診

断
の
取
扱
い
、
施
設
基
準
な

ど
が
提
起
さ
れ
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、「
対
象
患

者
や
治
療
回
数
上
限
の
設
定
」

「
保
険
に
収
載
す
る
技
術
の

選
定
」「
治
療
を
実
施
す
る
医

療
機
関
の
要
件
」
な
ど
に
つ

い
て
、
関
係
学
会
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
現
行
の
助
成
基
準

な
ど
を
参
考
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
が
っ
た
。

　

ま
た
、
公
的
な
助
成
制
度

の
存
続
に
つ
い
て
は
「
非
常

に
重
要
」と
の
意
見
も
あ
り
、

保
険
適
用
か
ら
漏
れ
た
治
療

技
術
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

助
成
制
度
を
継
続
す
べ
き
と

の
要
望
も
あ
っ
た
。

　

反
復
流
産
を
避
け
る
た
め

の
「
着
床
前
診
断
」
や
第
三

者
か
ら
提
供
さ
れ
た
卵
子
・

精
子
提
供
に
よ
る
生
殖
補
助

医
療
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
る
も
、
規
制
の

在
り
方
や
学
会
の
結
論
が
定

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
現

時
点
で
は
議
論
の
俎
上
に
載

せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意

見
が
大
多
数
を
占
め
た
。

診
療
側　
維
持
期
リ
ハ

診
療
側　
維
持
期
リ
ハ

の
復
活
を
要
望

の
復
活
を
要
望

　

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
も
議
論
が
行

わ
れ
た
。

　

２
０
１
９
年
の
改
定
で
、

標
準
の
算
定
日
数
を
超
過
し

た
外
来
の
要
介
護
・
要
支
援

の
患
者
は
、
原
則
医
療
保
険

の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

診
療
側
は
、
標
準
日
数
の

超
過
後
は
介
護
保
険
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
り
リ
ハ
ビ

リ
が
継
続
さ
れ
る
も
「
効
果

的
と
は
言
え
な
い
現
状
が
あ

る
」
と
説
明
。
医
学
的
に
必

要
な
リ
ハ
ビ
リ
は
し
っ
か
り

と
実
施
で
き
る
よ
う
、
要
介

護
患
者
へ
の
算
定
日
数
上
限

超
の
医
療
保
険
で
の
リ
ハ
ビ

リ
提
供
、
い
わ
ゆ
る
「
維
持

期
リ
ハ
」
の
復
活
が
要
望
さ

れ
た
。

　

一
方
で
、「
失
語
症
」
や

「
高
次
脳
機
能
障
害
」な
ど
の

厚
労
省
が
定
め
る
特
定
の
患

者
に
つ
い
て
は
、医
師
が「
状

態
の
改
善
を
見
込
め
る
」
と

判
断
し
た
場
合
に
限
り
、
標

準
日
数
の
超
過
後
も
疾
患
別

リ
ハ
ビ
リ
を
算
定
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
支
払
側

は
こ
れ
ら
の
患
者
に
対
す
る

リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
・
実
態
把

握
を
求
め
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

中
医
協
で
は
今
月
に
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
基
本
方
針
を

も
と
に
、
１
月
以
降
、
個
別

点
数
の
審
議
が
進
め
ら
れ
る
。  図  生殖補助医療の全体像（イメージ） （※生殖医療ガイドライン推奨度）
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自
分
は
北
海
道
で
育
ち
、

人
生
の
多
く
の
時
間
を
北
海

道
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

春
の
鮮
や
か
さ
、
夏
の
清
々

し
さ
、
秋
の
切
な
さ
、
そ
し

て
冬
の
静
け
さ
。
そ
れ
ぞ
れ

本
当
に
綺
麗
で
す
よ
ね
。
趣

味
が
ゴ
ル
フ
な
の
で
、
よ
り

季
節
の
移
ろ
い
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
自
分
は
混
雑
が
大

嫌
い
で
、
東
京
や
大
阪
の
雰

囲
気
に
は
馴
染
め
ま
せ
ん
の

で
、
そ
う
い
っ
た
点
で
も
北

海
道
は
心
地
よ
い
で
す
。

30
年
後
に
は
札
幌
が
世
界

で
最
も
過
ご
し
や
す
い
都
市

に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
現
状
大
き
な
問

題
は
雪
で
す
。
ス
キ
ー
や
雪

遊
び
が
で
き
る
の
は
い
い
の

で
す
が
、
日
常
生
活
に
は
大

き
な
支
障
で
す
。
除
雪
が
大

変
で
す
し
、
道
路
は
ふ
さ
が

り
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。
寒

さ
で
春
夏
秋
ほ
ど
簡
単
に
は

外
で
遊
べ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
北
海
道
で
冬
を

快
適
に
過
ご
す
こ
ん
な
未
来

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
空
想

し
て
み
ま
す
。
札
幌
ド
ー
ム

の
よ
う
な
ド
ー
ム
を
作
り
、

そ
の
中
に
家
や
マ
ン
シ
ョ
ン

を
建
て
て
生
活
す
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
（
費
用
は
不
明

で
す
）。屋
根
は
透
明
に
す
れ

ば
太
陽
の
光
を
取
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
し
、
体
内
時
計

も
狂
わ
な
い
で
す
ね
。
も
ち

ろ
ん
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
風
力

発
電
を
各
ド
ー
ム
に
設
置
し

て
電
力
は
自
給
す
る
。
空
気

清
浄
し
て
外
へ
排
気
す
れ
ば

環
境
に
も
良
さ
そ
う
で
す
。

ド
ー
ム
と
ド
ー
ム
を
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
つ
な
げ
ば
た
く
さ

ん
の
人
口
を
カ
バ
ー
で
き
ま

す
。
空
調
も
ド
ー
ム
で
行
え

ば
、
各
家
庭
で
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ー
ム
の
中

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
学
校
、
公
園
、

全
て
作
れ
ま
す
の
で
基
本
そ

の
中
で
生
活
で
き
ま
す
。
ド

ー
ム
を
出
れ
ば
、
素
敵
な
北

海
道
で
す
。
思
う
存
分
自
然

を
楽
し
め
ま
す
。

　

調
べ
て
み
る
と
実
際
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
屋
根
が
透

明
の
巨
大
植
物
園
が
あ
り
ま

す
。雪
対
策
は
必
要
で
す
が
、

き
っ
と
現
実
的
に
可
能
で
す

ね
。
冬
直
前
に
こ
ん
な
未
来

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

30
年
前
、新
Ｔ
空
港
近
隣
、

当
時
人
口
急
増
中
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
、
最
南
・
端
所
に

医
療
用
地
の
募
集
が
あ
っ

た
。
勤
務
医
の
私
は
、
開
業

も
考
え
て
い
た
が
さ
ほ
ど
積

極
的
で
は
な
く
、
業
者
さ
ん

に
抽
選
を
頼
む
と
、
何
と
歯

科
予
定
地
と
し
て
当
選
。
正

直
び
っ
く
り
、そ
し
て
当
惑
。

当
地
は
、
東
隣
に
薬
局
、
そ

の
横
に
病
院
、
西
は
サ
ブ
、

更
に
ス
ー
パ
ー
予
定
と
申
し

分
な
い
条
件
だ
っ
た
。

　

抽
選
か
ら
１
年
、
先
陣
を

切
っ
て
開
業
、
程
無
く
し
て

開
業
予
定
の
病
院
・
薬
局
の

方
と
３
人
で
、
ス
ス
キ
ノ
に

て
顔
合
わ
せ
の
飲
み
会
を
し
、

お
仲
間
に
な
る
の
も
間
近
と

期
待
し
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
25
年
。
噂
は
あ

っ
た
が
、
何
故
か
結
局
何
も

建
た
ず
空
地
の
ま
ま
。
自
宅

側
前
の
道
路
（
自
宅
と
診
療

所
は
同
一
敷
地
内
別
棟
）は
、

殆
ど
車
通
り
な
く
、
息
子
達

が
小
さ
い
頃
は
、
走
り
回
り

私
有
地
同
然
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
南
側
が
公
園
で

環
境
抜
群
も
、
晩
秋
は
大
量

の
落
葉
が
家
の
庭
に
。冬
は
、

除
雪
車
が
３
回
に
２
回
は
入

ら
ず
、
自
宅
駐
車
場
を
発
車

即
埋
ま
り
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
助
け

ら
れ
た
の
も
何
度
か
。
も
ち

ろ
ん
良
い
こ
と
も
多
く
、
除

雪
機
の
音
、
投
雪
方
向
は
周

囲
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
一

軒
家
の
自
由
を
謳
歌
し
て
い

た
。

　

そ
れ
が
３
・
４
年
前
、
サ

ブ
用
地
に
つ
い
に
建
物
。
台

湾
で
医
業
を
営
み
、
夫
人
が

日
本
人
で
将
来
こ
ち
ら
に
永

住
と
の
話
し
も
、
今
は
別
荘

状
態
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、

最
近
２
年
振
り
に
姿
を
見
た

次
第
。

　

更
に
10
月
に
ス
ー
パ
ー
用

地
に
、
家
族
葬
用
施
設
が
オ

ー
プ
ン
。
薬
局
用
地
も
、
何

ら
か
の
動
き
が
あ
り
、
次
は

何
が
建
つ
の
か
楽
し
み
。

　

結
局
子
ど
も
た
ち
は
、
歯

学
部
に
進
ま
ず
、
自
分
も
昨

年
還
暦
と
な
り
、
一
代
限
り

の
当
院
。
開
業
29
年
で
よ
う

や
く
お
隣
さ
ん
が
建
ち
始
め

る
も
、
逆
に
こ
ち
ら
は
終
盤

戦
。
こ
の
用
地
で
最
初
に
幕

を
下
ろ
す
日
も
近
い
の
か
な

と
思
い
つ
つ
、
本
年
は
３
代

目
暖
房
機
設
置
、
ト
イ
レ
排

水
管
破
損
に
よ
る
工
事
、
続

い
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
シ
ス
テ

ム
故
障
に
よ
る
入
れ
替
え
あ

り
、
も
う
一
息
も
、
線
路
は

続
く
よ
ど
こ
ま
で
も
状
態
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
２
０
２
１

年
の
暮
れ
で
あ
る
。

次
は
何
が
建
つ
の
か
な
？

次
は
何
が
建
つ
の
か
な
？

石
狩
支
部　
栗
山
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
　

栗
山　
秀
之

北
海
道
で
冬
を

北
海
道
で
冬
を

 

快
適
に
過
ご
す
未
来

快
適
に
過
ご
す
未
来

札
幌
支
部　
さ
っ
ぽ
ろ
不
整
脈
ク
リ
ニ
ッ
ク

櫻
井　
聖
一
郎

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

1. 高齢者のいのち・健康・人権を脅かす75歳以上医療費窓口負担2割化は中止してください

　2021年6月、国会で75歳以上医療費窓口負担2割化法が可決されました。この法律が実施されると
2022年後半から、75歳以上で年収200万円以上の人(約370万人)の医療費窓口負担が2割となります。
　国会審議の中で、①2割負担導入による現役世代の負担軽減効果はわずか月額約30円であること、②コ
ロナ禍の今、精神的にも経済的にも疲弊している中での高齢者への負担増は受診控えを招くことが、各種
調査で明らかになっているにも関わらず、政府は「健康悪化には結び付かない」としていること、③2割
負担増の対象者を国会審議を経ずに政令によって広げることができること等、数多くの問題点があきらか
になりました。
　コロナ禍でただでさえ高齢者の受診控えが進んでいる中、受診抑制を前提にした窓口負担増は高齢者の
いのち・健康・人権の侵害です。応能負担は窓口負担に求めるのではなく、富裕層や大企業の税・保険料
負担に求めるべきです。先進国では、医療費の窓口負担は無料が当たり前です。
　75歳以上医療費窓口負担2割化は、高齢者の暮らしといのち、健康、人権に大きな影響を及ぼします。
よって以下の事項を請願します。

※この署名は、憲法 16 条で保障された請願権にもとづいて行うもので、国会請願以外の目的に使用しません。

氏　　名 住　　所 （同上、〃は使わないでください）

《 請願事項 》

衆議院議長 殿
参議院議長 殿

高齢者のいのち・健康・人権を脅かす
75歳以上医療費窓口負担２割化中止を

求める請願署名

＜取り扱い医療機関、団体＞

まだ止め
られる！

75歳以上
医療費窓口負担２割化
実施を止めよう！

75 歳以上の窓⼝負担２割実施を止めましょう‼

裏⾯の署名にぜひご協⼒ください

〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館5F
TEL : 03-3375-5121　FAX : 03-3375-1862

もっと詳しく知りたい方は、
ホームページをご覧ください。

約370万人（※）が対象。今後も対象拡大が狙われています。
実施は早ければ2022年10月とされています。

実施を止める世論を広げよう！

75歳以上の医療費窓口負担２倍にする
法律が成立しました。

2021年の通常国会でコロナ禍にも関わらず、

※年収200万円以上（単身）、年収合計320万円以上（複数世帯）

薬の飲み方を自分で
調整する

通院回数を
減らす

受診科を
減らす

2%

13%

11%

30~39 歳

1.0%

3.9%
4.6%

5.9%

※厚労省資料より作成 ※日本高齢期運動連絡会の調査より

75~79歳 80~84歳 85歳以上

収入に占める
医療費窓口負担の比率

4~6約 倍 2660人

約３割が受診を抑制原則１割負担の今でも

高齢者の窓口負担は重い

現在１割負担の方に、
2割負担になったらどうしますか？

署名用紙は本会ホームページからも
ダウンロードいただけます。
https://hokenikai.page.link/syomei

署名にご協力ください !
75歳以上窓口負担２割化中止を求める請願

　

本
会
は
、「
75
歳
以
上
医
療

費
窓
口
負
担
２
割
化
撤
回
を

求
め
る
請
願
」
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
、
政
府
は
「
75

歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
化
」
法
を
成
立
さ
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
が
実
施
さ
れ
る

と
75
歳
以
上
で
年
収
２
０
０

万
円
以
上
の
人
（
約
３
７
０

万
人
）
の
医
療
費
窓
口
負
担

が
２
割
と
な
り
ま
す
。
制
度

の
実
施
は
２
０
２
２
年
10
月

以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
高
齢
に
な
る

ほ
ど
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、

疾
病
を
多
く
抱
え
ま
す
。
１

割
負
担
の
今
で
も
深
刻
な
受

診
控
え
が
発
生
し
て
い
る
状

況
で
、こ
の
よ
う
な
制
度
の
実

施
は
疾
病
・
心
身
の
状
態
が

悪
化
す
る
患
者
を
増
や
す
こ

と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
て
い
る
国
民
生

活
お
よ
び
医
療
機
関
に
追
い

打
ち
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、

先
生
、
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
、
地
域
の
方
々
に
広
く

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コロナワクチンWEB講演会コロナワクチンWEB講演会

オンライン配信（WEB会議アプリZoomを使用）オンライン配信（WEB会議アプリZoomを使用）

医科、歯科会員、会員所属の医療機関　職員医科、歯科会員、会員所属の医療機関　職員

FAXまたはQRコード（HP）からお申込みFAXまたはQRコード（HP）からお申込み

会　場

対　象

申　込

１１月月1515日（土）日（土）15：00~17：00 15：00~17：00 
※１月11日締切※１月11日締切

守屋　章成守屋　章成 先生 先生
・名古屋検疫所　中部空港検疫支所・名古屋検疫所　中部空港検疫支所

日　時

講　師

新型コロナワクチン

最新エビデンスの整理と今後の展望

詳細はこちら

マスク生活の「肌ケア＆メイクレッスン」マスク生活の「肌ケア＆メイクレッスン」

開業医開業医のためののための実務セミナー実務セミナー

労務・雇用管理編

税務編

会場 オンライン配信
（WEB会議アプリZoomを使用）

対象 会員、会員所属の医療機関　職員
申込 FAXまたはQRコード（HP）からお申込み

日時

講師

１月 22日（土）　15：00～16：30　※１月14日締切
原田　三恵 氏
社会保険労務士法人プラスワン　オフィスサッポロ８　所長
特定社会保険労務士

労務・雇用管理の基本を学ぼう労務・雇用管理の基本を学ぼう

日時

講師

１月 29日（土）　15：00～17：00　※１月21日締切
横山　知明 氏
横山知明税理士事務所　所長
税理士

医療機関の税務について基本を学ぼう医療機関の税務について基本を学ぼう

参加
無料

女性部会「よろずトーク」のご案内女性部会「よろずトーク」のご案内

日　時

講　師

２月12日（土）17：00～18：00 ※2月1日（火）締切
福士　智子 さん
メイクアップアトリエ　チーフマネージャー

会　場 オンライン配信（WEB会議アプリZoomを使用）
対　象 女性医師・歯科医師の方（先着20名）

※ 会員以外の女性医師・歯科医師の方のご参加大歓迎です！
参加費 無料
申　込 FAXまたは、ホームページよりお申込み下さい

お申込フォーム
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供
給
不
足
を
憂
う

理
事
会
だ
よ
り

■
第
8
回
理
事
会

日
時　

11
月
30
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

12
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�
２
０
２
２
年
度
の
各
部
概

算
要
求
基
準
額
（
案
）
に

つ
い
て

③�

保
団
連
第
50
回
定
期
大
会

に
関
す
る
討
議
要
請
に
つ

い
て

④�

保
団
連
代
議
員
の
選
出
に

つ
い
て

⑤�「
役
員
等
の
費
用
弁
償
規

程
」の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥
そ
の
他

　厚労省は11月24日付で来年（2022年）１月からは、補助された病
床確保料の一部を「コロナ感染症対応を行う医療従事者の処遇改善」に
充てることを義務付けるとともに、新たに「重点・協力医療機関以外へ
の病床確保料」補助を行い、さらに「コロナ感染症患者の受け入れを十
分に行わない」病院では病床確保料を３割減額する方針を事務連絡で発
出しています。
　今号では、通知の概要を解説いたしますのでご確認ください。なお、
対象となる事業の上限額等については紙面の都合で割愛しております。
北海道厚生局・厚労省ホームページなどから詳細をご確認ください。

■交付要綱の見直し
　新型コロナウイルス感染症患者等の病床確保事業における病床確保に
関して、Ｇ－ＭＩＳ等により、入力を確実に行うことにより入院受入状
況等を正確に把握出来るようにしなければならない。

■実施要綱の見直し
１．�病床確保料の対象病床には補助がなされている間、新型コロナウイ

ルス感染症患者以外の患者を受入れてはいけない。

２．�病床確保料が補助される医療機関では、Ｇ－ＭＩＳに病床使用状況
等の入力を確実に行うことで入院受入状況等を正確に把握出来るよ
うにしなければならない。

３．�病床確保料の一部については、新型コロナウイルス感染症患者等の
対応を行う医療従事者に対して処遇改善を行うために用い、都道府
県に処遇改善内容の報告をする。

★新型コロナウイルス感染症対策事業（病床確保料）
【上限額】
　上限額は、別紙１（掲載略）のとおりとする。また、即応病床使用率

（前３カ月間）が当該医療機関の所在地の都道府県の平均の30％を下回
る医療機関については、別紙２（掲載略）のとおりとする。なお、病床
の機能と患者像に乖離があるなど地域の実情によりやむを得ないと都道
府県が判断した場合は、この限りではない。

＜注意事項＞
　※新型コロナウイルス感染症患者の受入病床が逼迫する中で、都道
府県の確保病床の選択肢を広げる観点から、都道府県から新型コロナ
ウイルス感染症患者を受け入れる病床として割り当てられた療養病床
については、一般病床とみなして、病床確保料の対象とすることを可

能とする。
　※補助上限額は別紙(掲載略)参照。
　※�休止病床については、即応病床１床あたり休床２床まで（ＩＣＵ・

ＨＣＵ病床（重症者・中等症者病床）は休床４床まで）を補助の
上限とする。

＜宿泊施設借上げ費の室料＞　１室当たり13,100円／日
＜食費＞　１食当たり1,500円（飲料代及び配送費は除く）
　　　　　１日当たり4,500円（飲料代及び配送費は除く）

【対象外経費】
　軽症者等に対して電話等情報通信機器による診療等を行うためのソフ
トウェアの導入・使用に係る費用は対象経費から除く。

★新型コロナウイルス感染症重点医療機関体制整備事業
【上限額】
　上限額は、別紙１（掲載略）のとおりとする。また、即応病床使用率

（前３カ月間）が当該医療機関の所在地の都道府県の平均の30％を下回
る医療機関については、別紙２（掲載略）のとおりとする。
　なお、病床の機能と患者像に乖離があるなど地域の実情によりやむを
得ないと都道府県が判断した場合は、この限りではない。
※�休止病床については、即応病床１床あたり休床２床まで（ＩＣＵ・Ｈ

ＣＵ病床は休床４床まで）を補助の上限とする。

＜注意事項＞
　※休止病床については、即応病床１床あたり休床２床まで（ＩＣＵ・
ＨＣＵ病床は休床４床まで）を補助の上限とする。

★新型コロナウイルス感染症重点医療機関等設備整備事業
【上限額】
・超音波画像診断装置　１台当たり� 11,000,000 円
・血液浄化装置　　　　１台当たり� 6,600,000 円
・気管支鏡　　　　　　１台当たり� 5,500,000 円
・ＣＴ撮影装置等（画像診断支援プログラムを含む）１台当たり
� 66,000,000 円
・生体情報モニタ　　　１台当たり� 1,100,000 円
・分娩監視装置　　　　１台当たり� 2,200,000 円
・新生児モニタ　　　　１台当たり� 1,100,000 円
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禁
煙
治
療
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。

　

内
服
禁
煙
補
助
薬
の
バ
レ

ニ
ク
リ
ン
の
一
部
の
ロ
ッ
ト

に
、
発
癌
性
の
あ
る
ニ
ト
ロ

ソ
ア
ミ
ン
が
微
量
に
混
ざ
り

込
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
が
出
荷
を
停
止

し
た
。
バ
レ
ニ
ク
リ
ン
が
使

え
な
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
あ
お
り
で
他
の
禁
煙
補

助
薬
（
貼
付
薬
）
も
品
薄
に

な
っ
て
、
入
手
が
困
難
に
な

り
、
当
院
で
は
、
新
た
な
禁

煙
治
療
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

　

以
前
の
ラ
ニ
チ
ジ
ン
に
つ

い
て
は
、
類
似
薬
が
あ
っ
た

た
め
、
大
き
な
混
乱
は
起
き

な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
年
は
、
バ
レ
ニ

ク
リ
ン
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
薬
の
供
給
制
限
が
目
立
ち
、

実
際
の
診
療
に
影
響
が
出
て

い
る
と
思
う
。
不
整
脈
、
心

不
全
に
使
う
ビ
ソ
プ
ロ
ロ
ー

ル
の
供
給
制
限
に
つ
い
て
は
、

学
会
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
出

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、今
年
は
、

昨
年
の
よ
う
に
は
供
給
で
き

な
い
と
、
早
々
と
記
事
に
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
か
か
り

つ
け
が
な
く
予
約
が
で
き
な

か
っ
た
人
や
、
情
報
の
キ
ャ

ッ
チ
が
遅
れ
、素
早
く
行
動
を

取
れ
な
か
っ
た
高
齢
者
が
、接

種
を
希
望
し
て
い
る
の
に
受

け
ら
れ
な
い
で
い
る
よ
う
だ
。

　

薬
の
供
給
が
不
安
定
に
な

り
、
日
々
の
診
療
が
制
限
さ

れ
る
状
況
が
、
前
よ
り
ひ
ど

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

様
々
な
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ

り
そ
う
で
、
こ
の
ス
ト
レ
ス

を
ど
こ
に
持
っ
て
い
け
ば
い

い
か
に
困
る
。
１
つ
の
メ
ー

カ
ー
が
ダ
メ
に
な
っ
た
時
に
、

す
ぐ
他
で
増
産
で
き
な
い
、

ギ
リ
ギ
リ
の
生
産
体
制
な
の

か
と
か
、
薬
の
原
料
成
分
の

多
く
が
海
外
で
作
ら
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
問
題
は
な
い
の

か
と
か
色
々
垣
間
見
え
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
が
不
足
し

て
代
替
薬
を
探
し
た
結
果
、

先
発
品
に
戻
さ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
が
あ
る
。
治
療
を
変

え
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

患
者
の
窓
口
負
担
が
急
に
増

え
る
現
象
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
説
明
し
て
も
、
理
不

尽
さ
は
解
消
で
き
な
い
。
薬

の
品
質
管
理
や
安
定
供
給
の

確
保
は
公
的
に
も
っ
と
強
め

る
べ
き
だ
と
思
う
の
だ
が
。

　

必
要
な
薬
を
使
え
る
の
も

早
い
者
勝
ち
と
か
、
経
済
的

負
担
を
患
者
に
押
し
付
け
る

と
い
う
状
況
が
固
定
し
な
い

よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

�

（
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崎
）

お申し込みはこちらの
QRコードから

＜北海道保険医会 政策講演会のご案内＞

　２０２１年１０月の衆院選で、自公政権は信任を得ましたが、２０２２年夏には
参院選が予定されています。
　２回の選挙の狭間に立つわれわれは、来たる参院選やその後の政治をどのように
展望すればよいのか。その展開のための座標軸をお示ししたいと思います。

２０２２年の政治展望　衆院選と参院選の狭間で

山本　健太郎氏
北海学園大学法学部教授

２月26日（土）15:00～17:00

オンライン開催（Zoomウェビナー）

会員、会員所属の医療機関職員会員、会員所属の医療機関職員

２月22日締切２月22日締切

講　師

日　時

形　式

対　象

申　込

新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援事業


